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	非公開の場合の理由
	

	傍聴者
	０　名

	会議概要・結果等
	１　開　会
２　挨　拶（中西会長挨拶）
３　議　事

　〔審議事項〕

　(１)　社会体育施設使用料の見直し等について(答申案)

　　①　社会体育施設使用料の見直しについて

　　②　学校体育施設開放(屋内運動場)における利用者負担について
４　その他

　　・社会体育施設使用料の見直し及び学校体育施設開放の利用者負担の今後の手続きについて事務局より説明
　　・その他質問、意見等なし

５　閉　会

<議事の概要>

　議事(１)について　
　　　　中西会長から前回の審議会からこれまでの経緯について説明した後、事務局より答申文の案について説明
　　委員からの質問と事務局の回答

質問1：館山市の年間予算の中で社会体育施設使用料の占める金額はどれくらいか？
回答1：館山市の一般会計の歳入歳出は１５５億円程度で、その内市税等の自主財源は５割程であり、さらに社会体育施設使用料の収入はその内の７００万円程度と、額としては非常に少ない。
審議結果
　　「社会体育施設使用料の見直し等について(答申)」案については、全会一致で可決承認された。

　答　申

　　社会体育施設使用料の見直し等について中西会長から石井教育長へ答申した。
その他について
委員からの質問、意見及び事務局の回答等
　　質問1：少子化の影響でスポーツ少年団の人員の確保、これに伴う中学の運動部の減少、また、高校でも県北、県中央の私立高校に対抗できないなどの問題について、この審議会で審議がなされても良いと思うがどうか？
　　回答１：市のスポーツ課の主な業務としては、社会体育、生涯スポーツの振興がメインであり、委員さんより質問のあった内容については、学校体育の分野であるため、小中体連の安房支部や館山市小中学校体育振興会などが行っているため、スポーツ課(審議会)が主導して取り組むのは難しい。
スポーツ少年団については、スポーツ課で事務局を行っているが、年々子供の数が減っているため、団員の数も減少している状況にある。
　　意見１：一中では、部の数を減らさなければならないという状況の中で、どの部を無くすのか、究極の選択を迫られた中で部の数を減らしてきた。子供の数の問題もあるが、指導者側の数の問題もある。これは今の安房地区の中学校ではどこも同じような悩みを抱えている。大会の種目によっては合同チームを認めているものもあるが、現実的には合同での練習ができないなどの理由から難しい状況にある。いずれにしてもこのような状況は加速するので、将来的には学校の統廃合もあるとは思うが、社会体育と学校体育が連携して種目の選択肢を広げてあげたいという気持ちは持っているが、なかなかうまく進んでいない。
　　意見２：今、言われたような問題が現実にあるので、難しいとは思うが、この辺で考えていかなければならないと思う。学校体育について考える別の組織があるならばそちらにまかせても良いとは思うが、見識のあるメンバーがそろっているこの審議会で議論していただければ、違った意見も出てくるのではないかと思う。また、例えば海のスポーツの振興についてなども議論しても良いのではないか。
　　意見３：審議会の委員がこの問題について考え方を言うことは良いと思うが、それが進んでしまうと学校現場ではこまってしまう。学校現場の部活動の状況をよく把握した上で、どんなかたちが良いか話し合うならばよいが、結論的なことはあくまで学校が中心にならなければうまく行かない。スポーツ振興審議会はあくまで社会体育なので、学校体育をからめての議題については、この場だけで話を進めることは難しい。しかし、そういう方向に目を向けようとすることは素晴らしいことだと思う。こういう問題を学校に投げかければ、将来的には必ず議論の場が開かれると思う。
　　意見４：例えば出前講師のような、いろいろな種目を教えられる方が地元にも大勢いると思うので、このような人を活用することで、人数が足りなくて部活動が成り立たないというような問題も解決できるのではないか。

　　事務局：マイスクールボランティアという制度がある。自分が指導できるスポーツ等を教育委員会へ登録するとその名簿を見て学校の方で授業や部活に活用できるようになっている。
　　意見５：学校の授業での活用はまだないが、部活動では活用している。

　　意見６：県でもスポーツリーダーバンクというのがあるが、千葉市周辺以外ではほとんど活用されていない。

　　意見７：スポーツ少年団も少子化の影響でますます大変になる。なにか手助けができる話し合いがもてれば良いと思う。
　　意見８：今の意見のとおり、館山市のスポーツ少年団は団員が減少している。館山市スポーツ少年団では、館山市以外の子供たちも団員として登録し団員を確保している。スポーツに興味を持たせる方向から、子供たちや親が意識をもって参加できるような方法をとっていきたい。
　　意見９：県のスポーツ功労者の推薦に女性指導者の候補者が少ない。もっと積極的に推薦してほしい。
　　意見１０：スポーツ功労者の推薦は、市体育協会の推薦と各部の推薦があるが、各部の指導者推薦の規定もあるので難しい面もある。今後検討したい。
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